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論  文 内 容 の 要 旨 

 

【背景・目的】大腸における内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）は時間がかかり穿孔のリ

スクが高い。この研究の目的は、生体ブタ大腸における新屈曲処置具と従来の ESD 用

処置具の安全性と有効性を比較することである。 

【方法】生体ブタ 10 頭の 3 つの異なる部位（肛門から 15cm、25cm、35cm）に対して、

従来の方法（n＝15）と屈曲処置具を使用した新手法（n＝15）を用いて計 30 病変の ESD

を行った。施行時間、偶発症（穿孔、出血）、筋損傷を記録し、病変の単位面積あた

りの ESD 施行時間を計算した。 

【結果】従来法の穿孔率 6.7%（1/15）に対し、新手法の穿孔率は 0%（0/15）であった。

筋損傷の数は、従来法より新手法で有意に少なかった(6 vs. 37; P=0.024)。平均施行

時間は新手法で有意に短かった(4.6±2.0 vs. 7.1±4.1 min/cm2; P=0.042)。 

【結論】新屈曲処置具を用いた ESD は、偶発症を減らし、切除時間を短縮する。


